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YUMESUMA c Lcaming活用推進プロジェク トテーム

YUMESUMA c Lcalning企画実施担当

要 旨 :2009年度,当院において開講した YUMESUMA c Lcaming(Yokohama City Univcrdty Mcdical
Ccntcr,Mcdical c Learning Systcm)54コ ース (ア ンケー トコースを含む)の修了状況および年間の運

用状況などを報告する.
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はじめに

2009年度は新たに 4つのコンテンツ (電子教材)付き

コース, 2つ の病院長挨拶 (2009年 5月 新年度用および

2010年 1月 新年用)を作成,既開講コースの改版も行っ

た.以下,54コ ースの修了状況を中心に報告する.

対象と方法

これまで同様,NEC社製 c Lcalningシ ステム cultiiva Ⅱ

を病院情報システムネットワークに接続して c―Lcallling

の環境を構築した
1)2'3)4).2010年 2月 からは新たにイ

ンターネット接続も開始した。システム・テクノロジー・

ア イ社 製 c Lcarningシ ステ ム を用 い,iSludy EntcTriSC

scrvcrを 既存の外部接続 システムネ ッ トワーク (学 内

LAN)に接続,2009年度は院内からのアクセスに限定

して運用を始めた.本システムは,webベ ースのサー

バアプリケーシヨンを中核 とし,ク ライアント (Wcb

ブラウザ)か らのアクセスにより利用することができ

る。サーバマシン,管理 PCと も1台である。具体的に

は2010年 2月 開講コースから,病院情報システム端末よ

リインターネット接続端末の方が利用しやすい管理部が

こちらのシステムを利用している.職種 (例えば事務系)

によってはインターネット接続環境の方が利便性が高

く,その他,各方面からの要望もあったので,開講コー

スは確認テスト付きコースとして48コ ース (No26『働く

人のメンタルヘルス』を含む),病院長挨拶 (新年度お

よび新年)2コ ースが開講された (表 1).こ の他,ア
ンケートコースが 4コ ース開講された (表 2).

コンテンツ付きのNo26,36,39,43は 2009年度の新規

コンテンツ作成コースである。No49は看護部により作成

された.No26『働く人のメンタルヘルス』では新たな試

みとしてテスト機能を用いたアンケートをつけ,疲労蓄

積度やメンタルヘルスのセルフチェックを実施した。

No39『緩和ケアの基礎知識 Pcalt Ⅱ～症例から学ぶ緩和

ケアのポイント～』では学習コンテンツの前後で同内容

のプレテスト,ポストテストを始めて実施し,c Lcarning

の学習効果について検討した.その他,必要に応じて既

作成コースの改版を行った。No 6か らM19ま では新採用

者向けに5ケ 月間,開講したコースである。また, リス

クマネージャー (含む安全管理委員)向け,研修医向け
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